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研究成果の概要（和文）：イネ科花粉症に罹患した患者の中には、小麦製品を摂取して蕁麻疹などのアレルギー
症状をきたす人がいます。この研究では、イネ科花粉症に合併した小麦アレルギー患者の血清を用いて、小麦中
の原因アレルゲンを探索した結果、peroxidase Iと同定されました。そこでPeroxidase Iを利用した抗原特異的
IgE検査を確立し、種々の食物アレルギー患者で調査したところ、イネ科花粉症に合併する小麦アレルギー患者
を感度50％、特異度100％の精度で診断できることがわかりました。

研究成果の概要（英文）：We have identified peroxidase I as a causative allergen for wheat-dependent 
exercise-induced anaphylaxis developed as pollen food allergy syndrome(PFAS-WDEIA) due to 
cross-reaction between wheat proteins and grass pollen allergens. The purpose of this study is to 
establish peroxidase I-specific IgE test.Serum were obtained from 6 patients with PFAS-WDEIA, 62 
patients with other food allergies. Peroxidase I was purified upon chromatography steps, and 
peroxidase I-specific IgE test was established by CAP-FEIA system. Sensitivity of peroxidase 
I-specific IgE test was 50% and its specificity was 100%.
Wheat peroxidase I-specific IgE test is useful to identify patients with wheat-dependent 
exercise-induced anaphylaxis developed by sensitization to grass pollen.

研究分野： 皮膚アレルギー

キーワード： 小麦アレルギー　イネ科花粉症

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究にて確立されたperoxidase I特異的IgE検査は、イネ科花粉症にみられる小麦アレルギーの診断に有用で
す。今後、保険適用されれば、一般医療施設で小麦アレルギーの診断精度が時向上することになります。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
口腔アレルギー症候群（oral allergy syndrome: OAS）は、食物アレルギーの特殊型に区
分されている。OAS は、感作抗原に相同性を有する複数の食物に対して抗原特異的 IgE
が交差反応し、これらの食物を摂取した際に口腔粘膜の過敏症状を示すことが特徴で、近
年増加傾向にある。診断には、食物摂取後に口腔・咽頭粘膜の過敏症状を示し、プリック
テストあるいは抗原特異的 IgE 検査で感作を確認する。原因食品では、リンゴ、モモ、キ
ウイ、メロン、大豆の順に多く、その他多彩な食品が原因となる。本邦では、カバノキ科
花粉に感作され、その主要抗原である生体防御蛋白やプロフィリンと相同性の高い交差抗
原を含有するバラ科果物、セリ科野菜、ウリ科果物、キウイ、大豆、ナッツ類に対してア
レルギー症状を示す場合が多いためである。 
花粉抗原への経粘膜的感作に伴い野菜・果物アレルギーになることはよく知られ、花粉−
食物アレルギー症候群（Pollen-Food Allergy Syndrome:PFAS）と呼ばれている。花粉抗
原に感作されると、花粉抗原と交差反応をする複数の野菜、果物の摂取時に口腔内アレル
ギー症状をきたすが、複数の花粉抗原が知られ、その交差反応は極めて複雑である。血清
中抗原特異的 IgE 検査は簡便で花粉症や食物アレルギーの診断に広く用いられているが、
粗抗原が用いられているため精度が低く、花粉症患者がどの野菜・果物にアレルギーを示
すか個々の症例での予測が困難である。 
 

２．研究の目的 
本研究は、精製花粉抗原への感作状態から実際に症状をきたす野菜・果物を高精度で特定
できる Multiple IgE Detection System を確立するための基礎データを得ることを目的と
する。 
 
３．研究の方法 
花粉抗原に感作され野菜・果物摂取にて口腔アレルギー症状を示し、プリックテストにて
感作を確認した症例約 50名の血清を使用して、カバノキ花粉、イネ科花粉、ヨモギ花粉、
ブタクサ花粉と種々の野菜・果物の PR-10、LTP、Profilin などの既知の精製抗原に対する
抗原特異的 IgE を IgE 免疫ブロット法および Enzyme-linked immunosorbent assay(ELISA)
法を用いて系統的に解析する。 
 
４．研究成果 
オオアワガエリやカモガヤなどのイネ科花粉に感作され、小麦製品の摂取によりアレルギ
ー症状をきたす患者 6 名から血清を収集して、小麦抗原に対する免疫ブロットを行い、小
麦水溶性分画に反応する IgE を保有していることを見出した。患者血清をあらかじめオオ
アワガエリ花粉抗原と混合処理をした後免疫ブロットを行ったところ、オオアワガエリ花
粉抗原の濃度に依存して、小麦水溶性分画に反応する IgE 量は減少したことから、患者 IgE
が認識する小麦アレルゲンはイネ科花粉との交差反応することが確認された。電気泳動に
よる免疫ブロットを行い、患者 IgEが認識する25kDaと35kDaのタンパク質を同定した。
質量分析によりそれぞれチオールレダクターゼとペルオキシダーゼ I と確認した。精製ペ
ルオキシダーゼ I を用いて CAP-FEIA を作成し、イネ科花粉による小麦アレルギー患者 6
名、小麦依存性運動誘発アナフィラキシー患者 18 名、加水分解コムギアレルギー患者 11
名、イネ科花粉症患者 11 名、牛肉あるいは甲殻類アレルギー患者 22 名の反応を検討した
結果、ペルオキシダーゼ CAP-FEIA のイネ科花粉小麦アレルギー患者の検出感度 50％、
特異度 100％であった。このことから、ペルオキシダーゼ I 特異的 CAP-FEIA はイネ科花
粉による小麦アレルギーの診断に有用であると結論した。 
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